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SOC はストレス対処力を反映するとされ、先行研究により SOC が身体的健康度及び精神的健康度
と密接な関連を有することが明らかとなっている。そのため、SOC を高めることは労働者の心身
の健康の保持増進に大きく貢献すると考えられる。 


















  某グループ企業の職員を対象に、2005 年から 2012 年の 8 年間縦断調査を実施した。調査は毎
年 1 回実施した。質問項目は基本属性のほか、職業性ストレス簡易尺度（Brief Scales for Job 
Stress：BSJS）と SOC とした。8 回の調査全てに回答が得られた 324 名のうち、解析項目に欠損
値のない 214 名を解析対象とした。 
  SOC の経時的変化を明らかにするため、8 年間の SOC を被験者内変数として属性別に反復測
定分散分析を行った。次に、2005 年時の SOC 得点で 5 群に分け、同様に解析を行った。 
  SOC と心理社会的職場環境の関連を明らかにするため、SOC 変化量で 2 群に分け（上昇群、
低下群）、BSJS の比較を行った。さらに、2005 年から 2012 年の BSJS の平均値を独立変数、
2012 年の SOC 得点を従属変数とする重回帰分析を行った。 
・横断調査 
筑波研究学園都市の労働者 21,922 名を対象に、2011 年 11 月に WEB 調査を実施した。質問
項目は基本属性のほか、BSJS、SOC とした。回答の得られた 9,528 名のうち、20 歳から 59 歳
の 9,088 名を解析対象とした。 

















  非管理職群の SOC は 8 年間で有意に変化し点数は上昇していた。これはソーシャルサポート
が得られやすく、過小負荷と過大負荷のバランスの経験という SOC の形成に重要な良質な人生




























平成 26年 1月 14日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
